
KYOJO CUP エキジビションレース  
2024 年 11 月 16 日（土）〜 11 月 17 日（日）　富士スピードウェイ（静岡県）

11 月 14 日（木）〜 15 日（金）
天候：曇り／雨　路面：ドライ〜ウエット

初のエキジビション戦で富下李央菜が飛躍
レース１は僅差の２位も、レース 2 で嬉しい初優勝！

■ PRACTICE　スポーツ走行

　2024 年の KYOJO CUP は 12 月の第 6 戦を
残すばかりとなったが、11 月 16 日（土）〜
17 日（日）のスーパー耐久第 7 戦にあわせ、
シリーズ戦とは別にエキジビションレースが
行われることになり、KTMS と富下李央菜は
この一戦に挑戦することになった。

　11 月 14 日（木）〜 15 日（金）は週末のレー
スに向けスポーツ走行、特別スポーツ走行が
行われたが、14 日午後からは雨が降り出し
てしまう。そんなコンディションながら、富
下のフィーリングは良好で、タイヤの細かい
内圧調整などにもトライしていった。

■ QUALIFY　公式予選

　11 月 16 日（土）は午前８時 50 分から公
式予選が行われた。今回は土曜のレース１、
日曜のレース２のグリッドを、それぞれベス
トタイム、セカンドベストで決めるスタイル
だ。前日までの雨がわずかに路面に残るなか
富下はアタックを続け、１分 59 秒 706 とい

うベスト、１分 59 秒 810 というセカンドベ
ストを記録。どちらも２番手につけた。「ずっ
と２番手で、毎周ベストが更新できそうだな
とアタックを続けましたが、止まりきれな
かったりしてしまって」と富下は悔しさもみ
せつつも、２番手からの決勝に期待を寄せた。

11 月 16 日（土）
天候：曇り　路面：ドライ



■ KYOJO CUP Ex.RACE2　レース２決勝

■ KYOJO CUP Ex.RACE1　レース１決勝

11 月 17 日（日）
天候：曇り　路面／ドライ

11 月 16 日（土）
天候：曇り　路面／ドライ

　レース１から一夜明けた 11 月 17 日（日）は、
午前８時 25 分からレース２の決勝レースが
行われた。曇り空ではあったが、前日夜から
降った雨が残り、スリッピーなコンディショ
ンとなった。
　迎えたスタートでは、富下はわずかにホ
イールスピンが大きく、TGR コーナーでは４
番手にドロップしてしまった。
　しかし富下は首位のペースを見ながら、１
周目から 3 番手につけた #87 山本龍選手の

　午前の公式予選から約３時間のインターバ
ルを経て、午後０時 20 分から行われたレー
ス１の決勝レース。路面は完全にドライに転
じ、スーパー耐久チームの激励を受けた後、
富下は曇り空のもとスタートに臨んだ。
　富下は「失敗したわけではなかった」とい
うがわずかに蹴り出しが鈍く、TGR コーナー
ではなんとか２番手を死守。ポールポジショ
ンからスタートした KTMS 出身の先輩である
#114 翁長実希選手を追っていく。序盤は一時

テールにつけると、２周目の TGR コーナーで
オーバーテイク。３番手に順位を戻した。
　この時点で、トップには #114 翁長選手、
２番手には #107 金本選手が続き、前日同様
の展開となっていくが、富下が抜いた #87 山
本選手もピタリと続き、四つ巴の様相を呈し
ていく。
　そんななか、富下は２周目に #107 金本選
手をオーバーテイクすると、翌周にはついに
#114 翁長選手もかわしついにトップに浮上す
る。ペースも良く、翌周からは #114 翁長選
手と #107 金本選手が激しい攻防を展開。こ
れにより富下はジワジワとリードを築くこと
に成功した。
　とはいえ、大きくギャップが離れているわ
けではない。２番手争いが決着すれば、富下
に迫ってくる可能性もあった。富下は後方と
のギャップを意識しながらレースを進め、つ
いにファイナルラップに突入した。

ギャップが広がったものの、少しずつ #114 
翁長選手、富下、そして３番手に続いた #107 
金本きれい選手との三つ巴のトップグループ
が形成されていった。
　２周目、富下は TGR コーナーで #107 金本
選手にインを差され３番手に後退するも、翌
周にはすぐにやり返し２番手へ。しかし翌周
にはふたたび３番手に後退するなど、めまぐ
るしい戦いを展開していった。
　富下と #107 金本選手の戦いは５周目以降、
首位の #114 翁長選手を巻き込み激しさを増
していく。７周目、３台はメインストレート
で３ワイドの苛烈なバトルを展開すると、こ
の攻防を制し、ついに富下がトップに浮上し
た。ただ３台の差はほとんどなく、メインス
トレートでスリップストリームを使われると
容易にオーバーテイクを許してしまう。９周
目にはふたたび２番手に後退するが、ファイ
ナルラップにはトップを奪回してみせた。

　しかし今日のファイナルラップは、スリッ
プストリームに入られないギャップがあっ
た。富下は２位に 3.540 秒の差をつけ、つい
に念願の初優勝を飾ってみせた。
　KYOJO CUP 参戦開始から約２年。ついに
KTMS と富下が表彰台の頂点に立った。エ
キジビションレースとはいえ、勝利はドラ
イバーとチームを強くする。次なる目標は、
公式戦での勝利だ。12 月の第 6 戦に向け、
KTMS はさらに準備を進めていく。

　しかし僅差のなか、最終コーナーを首位で
立ち上がった富下の背後から、#107 金本選手
が抜け出してくる。フィニッシュラインをど
ちらが先に切るかという攻防のなか、わずか
0.050 秒差で #107 金本選手が先行。富下は超
僅差の２位となった。
　２台の差は半車身もなかっただけに、悔し
い２位だったが、この僅差も KYOJO CUP の
特徴でもある。富下は翌日のレース２に向け
て顔を上げた。



■ DRIVERS  VOICE　ドライバーコメント

■ Photo Gallery　フォトギャラリー

「スポーツ走行からタイムが良くて、レース１では序盤少し離されたものの、トップに追いつ
くことができました。そこからは混戦で、最後に抜かれてしまったのは悔しかったですね。レー
ス２ではスタートを失敗してしまって恥ずかしかったのですが（苦笑）、そこからはトップの
翁長選手の走りを見ながらペースを作ることができました。ミスをして追いつかれたらという
不安があったのですが、終盤は差も開いて、安心してゴールできました。優勝できて嬉しいで
すが、今回出ていなかった選手もいるので、第 6 戦では予選から前に行き、また勝ちたいです」

富下 李央菜　RIONA TOMISHITA



■ KYOJO CUP  2024  Exhibition Race  RESULT　リザルト


